
式辞  

 桜の花が咲き誇るこの良き日に、（中略）御来賓の皆様の御臨席を賜り、埼玉県立朝霞

西高等学校第三九回入学式を挙行できますことは、新入生はもとより、私たち職員一同、

大きな喜びでございます。  

 只今入学を許可した３６７名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんの

入学を心より歓迎いたします。  

 新入生の皆さんに、本日、２点、話をしようと思います。  

 まず１点目です。皆さんも理解していることとは思いますが、高等学校は、これまでの

小・中学校のような義務教育機関ではありません。皆さんは自らの意志で高校進学を決定

し、様々な特色のある多くの高校の中から、本校を選択して受検に臨まれ、１．２２倍と

いう高い倍率を突破して、見事に入学を許可されました。しかし、一方で、本校を志望し

た受検生の中には、合格の喜びを味わえなかった者も多数いることを忘れてはいけません。

ですから、皆さんは、本校への入学を志した自分自身のためにも、また合格を果たせなか

った他の受検生のためにも、真摯に高校生活に取り組む義務と責任を負っていると思いま

す。これからの３年間は、本校に合格したときの喜びを忘れず、学業や部活動などに懸命

に取り組み、充実した高校生活を実現できるよう尽力してください。  

 次に、２点目です。最近人工知能 (ＡＩ )という言葉をよく耳にするようになりました。

昨年３月には、囲碁対戦用ＡＩが人間のトップ・プロ囲碁棋士に勝利して、世界中を驚か

せました。近い将来、人類の知能や知性を上回るようなＡＩが現実のものになろうとして

います。また、ある民間の研究機関によると、我が国の労働総人口の４９パーセントは、

将来、ＡＩやロボットで代替が可能であると発表されています。このように、ＡＩやロボ

ットが普及するこれからの時代に、人間に求められる資質能力とは何でしょうか。総務省

がまとめた「情報通信白書・平成２８年度版」では、多くの有識者の見解として、従来の

「業務遂行能力」や「基礎的素養」ではなく、「チャレンジ精神や主体性、行動力、洞察

力などの人間的資質」や「企画発想力や創造性」が挙げられています。皆さんの高校入学

後の当面の目標は、大学合格など、高校卒業後の進路をどうするかということになります。

しかしながら、大学に合格するためだけの学力ばかりでなく、本校での様々な取組を通じ

て、人間的な資質の向上、企画発想力・創造性など、幅広い能力を身につけていただきた

いと思います。皆さんの本校での成長と活躍を大いに期待しています。  

 結びとなりますが、保護者の皆様、お子様の御入学、誠におめでとうございます。心か

らお祝い申し上げます。職員一同、大切なお子様一人一人の教育に全力を尽くす覚悟です。

保護者の皆様におかれましても、本校の教育活動への御支援と御協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。  

  また、御多用の中、御臨席いただいた御来賓の皆様には、今後も本校への変わらぬ御支

援、御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、式辞とさせていただきます。  
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